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Dynamics 365 for Customer Engagement 
アダプタ
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Dynamics 365  for Customer Engagement アダプタとは

◼ アプリケーションと連携
Microsoft社の製品である「Dynamics 365 for Customer Engagement（旧名称：Dynamics CRM）」の
エンティティに対して、読み取り/書き込み/削除が実行できるアダプタです。

APIの知識がなくても、また、コーディングもすることなく、多種多様なシステムやデータとの連携が可
能になりました。

ポイント

DataSpiderなら、Dynamics 365 for Customer Engagementに作成された各種アプリケーションとの連携が可能です。

• SFA/CRM 連携
フロントエンドの「Dynamics 365 for Customer Engagement」と、バックエンドの ERP パッケージ等との連携が可能になりました。様々な外部データと
組み合わせての活用や、 Dynamics 365 for Customer Engagement内のデータを様々な外部システムで活用することが可能になりました。

• BI・帳票アプリケーションとの連携
「Dynamics 365 for Customer Engagement」から抽出したデータを、外部の BI ツールなどで分析することや、帳票として出力できるようになりました。
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連携イメージ

各種サービス・システムなど

データベース ファイル メール

クラウド ERP BI

データ連携サーバ

Microsoft Dynamics 365

Dynamics 365 for Customer Engagement

Dynamics 365 
for Customer 
Engagement
アダプタ

各種
アダプタ

エンティティ

HTTPS
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利用イメージ（課題）

基幹システムを補助するため、Dynamics 365 for Customer Engagementを導入し、営業担当が売上情報を入力してい
る。しかし、顧客マスタなどのマスタデータは基幹システムから同期する必要があるが、現状は手動で実施しており、
多くの工数が掛かっている。また、BIツールで分析なども行いたいが、運用の手間がネックとなり導入が進まない。

Dynamics 365 for Customer Engagementを活用しはじめたが、基幹システムも併用しており、マスタデー
タなどを手動で同期している。

Dynamics 365 for Customer Engagement

マスターデータ
基幹システム（顧客マスタ）

トランザクションデータ

手動で同期入力

営業（売上情報）

エンティティ（売上情報）

エンティティ（顧客マスタ）
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利用イメージ（解決）

DataSpiderが基幹システムからデータを読み取り、Dynamics 365 for Customer Engagementへの書き込みを自動化。
また、BIツールへのデータ連携も複雑な作り込みをせず実現します。

同期を自動化し、BIツール連携を実現します。

Dynamics 365 for Customer Engagement

マスターデータ

分析データ

基幹システム（顧客マスタ）

トランザクションデータ
営業（売上情報）

BIツール

エンティティ（売上情報）

エンティティ（顧客マスタ）

照会

エンティティ書き込み処理

エンティティ読み取り処理
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アダプタ機能一覧

種別 名称 概要説明

処理

エンティティ読み取り エンティティを読み取ります。

エンティティ書き込み 入力データをエンティティに書き込みます。

エンティティ削除 エンティティを削除します。
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テーブル読み取り処理

エンティティを読み取ります。

DataSpider

Dynamics 365 
for Customer 
Engagement
アダプタ

Dynamics 365 for 
Customer Engagement

エンティティ
エンティティデータ
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エンティティ書き込み処理

入力データをエンティティに書き込みます。

入力スキーマを編集することで、関連するエンティティの作成/更新や関連の解除を行う事ができます。

DataSpider

Dynamics 365 
for Customer 
Engagement
アダプタ

Dynamics 365 for 
Customer Engagement

エンティティ
入力データ
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エンティティ削除処理

エンティティを削除します。

DataSpider

Dynamics 365 
for Customer 
Engagement
アダプタ

Dynamics 365 for 
Customer Engagement

エンティティ
エンティティ削除
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アダプタの接続設定
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接続設定について

Dynamics CRMアダプタの各オペレーションコンポーネントを利用する場合には、「接続先」および「認証」を指定す
るため、それぞれについて、グローバルリソースを作成する必要があります。

「接続先」：利用するDynamics 365 for Customer Engagementのインスタンスを指定します。

「接続先」及び「認証」が設定されれば、「リソースパス」、「フィールド定義」が表示されます。

「認証」：「接続先」インスタンスAPI利用の認証・認可を行います。

OpenID Connect 1.0の接続設定を行います。
接続設定を行うとリフレッシュトークンが取得できます。
アクセストークンは、有効期間があります。
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「接続先」の設定
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サービスのルートURLの確認場所（1/2）

「開発者リソース」を確認できるDynamics 365 ユーザーでログインし、「設定」→「カスタマイズ」 → 「開発者リ
ソース」をクリックします。
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サービスのルートURLの確認場所（2/2）

「インスタンスのWeb API」にある「サービスのルートURL」を確認します。接続設定で使用するため、設定値を控えて
おきます。

P.18「Dynamics CRMグローバルリソースの必須設定」および、
P.33で「OpenID Connect 1.0認証設定」の「詳細設定の値を入力する」際に一部を使用する値のため、
「サービスのルートURL」の設定値を別途テキストファイル等にコピーして控えてください。
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Dynamics CRMグローバルリソースの作成（1/2）

DataSpider Studio のコントロールパネルから [グローバルリソースの設定]を開く。

「新しいグローバルリソースの作成」から、
「アプリケーション」→「Dynamics CRM」を選択します。
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Dynamics CRMグローバルリソースの作成（2/2）

「必須設定」タブに「サービスのルートURL」を設定し、OKボタンを押下するとDynamics CRMグローバルリソースの
作成が完了します。

事前に確認した「サービスのルートURL」を設定します。
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「認証」の設定
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Azure Active Directoryでのアプリ登録（1/11）

「認証」のグローバルリソースを作成する前提として、DataSpider ServistaをAzure ADで保護されたAPIを利用するア
プリケーションとしてAzure ADテナントに登録します。

Azure ポータルから、「アプリの登録」→「新規登録」をクリック
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Azure Active Directoryでのアプリ登録（2/11）

アプリケーションの「名前」、「サポートされているアカウントの種類」、「リダイレクトURI」を設定・選択し、登録
します。

⚫ 名前
任意の名称を設定

⚫ サポートされているアカウントの種類
環境に即したアカウントを設定

⚫ リダイレクトURI
• アプリケーションの種類

Web

• リダイレクトURI
http://<DataSpiderServer稼働OSのホスト名または
IPアドレス>:<ポート番号>/dataspider/openidconnect_1_0

P.32で「必須設定の値を入力する」際に使用する値のため、
「リダイレクトURI」の設定値を別途テキストファイル等に
コピーして控えておきます。
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Azure Active Directoryでのアプリ登録（3/11）

アプリケーションの登録が完了すると、「概要」画面に遷移するので、画面上の「アプリケーション(クライアント)ID」
を確認します。

P.32で「必須設定の値を入力する」際に使用する値のため、
「アプリケーション(クライアント)ID」の設定値を
別途テキストファイル等にコピーして控えておきます。
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Azure Active Directoryでのアプリ登録（4/11）

トークンの要求時に自身の ID を証明するために使用するクライアントシークレットを取得します。

「証明書とシークレット」→「新しいクライアントシークレット」をクリック
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Azure Active Directoryでのアプリ登録（5/11）

「クライアントシークレットの追加」画面にて「説明」、「有効期限」を設定・選択し、追加します。

「説明」
任意の値を設定します。

「有効期限」
「1年、2年、なし」から選択します。
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Azure Active Directoryでのアプリ登録（6/11）

追加したクライアントシークレットが画面に表示されるので、設定値を確認する。

P.32で「必須設定の値を入力する」際に使用する値のため、「Secret Key」の
設定値を別途テキストファイル等にコピーして控えておきます。
※この時にしか値は参照できないので必ず控えてください。
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Azure Active Directoryでのアプリ登録（7/11）

登録したアプリケーションにアクセス許可の追加を行います。

「APIのアクセス許可」→「アクセス許可の追加」をクリック
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Azure Active Directoryでのアプリ登録（8/11）

「Microsoft API」の中から「Dynamics CRM」を選択します。
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Azure Active Directoryでのアプリ登録（9/11）

「アクセス許可」にチェックを入れ、「アクセス許可の追加」をクリックします。
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Azure Active Directoryでのアプリ登録（10/11）

「概要」画面に移動し、「エンドポイント」をクリックします。
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Azure Active Directoryでのアプリ登録（11/11）

「OpenID Connect メタデータドキュメント」の値を確認します。

P.32で「必須設定の値を入力する」際に使用する値のため、
「/v2.0」を除去したURLを控えておきます。

https://login.microsoftonline.com/<テナントID>/.well-known/openid-configuration
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OpenID Connect 1.0認証設定の作成（1/6）

新規にグローバルリソースを作成します。

「新しいグローバルリソースの作成」から、
「認証」→「OpenID Connect 1.0認証設定」を
選択し、「アプリの登録」時に控えた値で
認証設定を行います。
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OpenID Connect 1.0認証設定の作成（2/6）

必須設定の値を入力します。

⚫ クライアントID
「アプリの登録」時のアプリケーションID

⚫ クライアントシークレット
「アプリの登録」時の 証明書とシークレットで生成したキーの値

⚫ リダイレクトURI
「アプリの登録」時のリダイレクトURI
http://<DataSpiderServer稼働OSのホスト名>:<ポート番号>/dataspider/openidconnect_1_0または IPアドレス

⚫ OpenID Configuration URL
「アプリの登録」時の テナントID をあてはめた下記URL
https://login.microsoftonline.com/テナントID/.well-known/openid-configuration

「必須設定」タブの「クライアントID」、「クライアントシークレット」、
「リダイレクトURI」、「OpenID Configuration URL」に値を設定します。
設定後に、「ディスカバリから入力する」をクリックします。
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OpenID Connect 1.0認証設定の作成（3/6）

詳細設定の値を入力します。

「詳細設定」タブの「追加パラメータ」にキーと値を追加します。

・キー
「resource」を追加
・値
P.16で控えておいた「サービスのルートURL」のうち、スキームとホスト名部分
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OpenID Connect 1.0認証設定の作成（4/6）

認可コードの取得を行います。

認可コードの設定画面が開くので、「認可コードの取得」の
リンクをクリックします。

「必須設定」タブの「スコープ」に openid を追加し、
「トークンを発行する」をクリックします。
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OpenID Connect 1.0認証設定の作成（5/6）

取得した認可コードを入力します。

生成されたコードをコピーして「認可コード」に貼り付けます。



36© Saison Technology Co., Ltd. 2025 36

OpenID Connect 1.0認証設定の作成（6/6）

グローバルリソースの設定を完了します。

「トークンを取得しました」というメッセージが
表示されたら「OK」をクリックし登録完了です。



＜免責条項＞

本資料の内容は、資料作成時点の当社の判断に基づいて作
成されているものであり、今後予告なしに変更されること
があります。よって本資料使用の結果生じたいかなる損害
についても、当社は一切責任を負いません。

また、本資料の無断での複製、転送等を行わないようお願
いいたします。

なお、本資料に記載されている会社名、製品名は各社の商
標または登録商標です。
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